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８
月
８
日
、
就
農
ト
レ
ー
ナ
ー
研
修
の
果
樹
部

門
が
日
本
マ
ン
ダ
リ
ン
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
町

内
外
の
就
農
者
約
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
４
階
マ
ン
ダ
リ
ン
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
で
新

規
就
農
者
向
け
の
講
習
後
、
果
樹
農
業
で
は
、
あ

ま
り
実
用
化
さ
れ
て
い
な
い
、
農
薬
散
布
用
の
ド

ロ
ー
ン
の
実
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ド
ロ
ー
ン
は
、
横
幅
約
２・
５
㍍
、
高
さ
約
70

㌢
で
、
液
体
の
農
薬
で
あ
れ
ば
、
最
大
24
㍑
を
積

載
す
る
こ
と
が
で
き
、
撮
影
し
た
写
真
で
農
地
の

測
量
や
障
害
物
回
避
な
ど
の
機
能
が
搭
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

令
和
６
年
度
第
２
回
就
農
ト
レ
ー
ナ
ー
研
修

農
薬
散
布
用
ド
ロ
ー
ン
の
実
演

獅
子
島
で
化
石
発
見
教
室

こ
の
夏
一
番
の
思
い
出
に

　
８
月
５
か
ら
８
日
の
４
日
間
、
獅
子
島
の
幣
串

地
区
の
海
岸
で
、
化
石
の
発
掘
体
験
が
あ
り
、
町

内
の
小
中
学
生
と
保
護
者
ら
延
べ
約
１
０
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
宇
都
宮
聡
さ
ん
（
大
阪
府
）
や

東
京
都
市
大
学
の
中
島
保
寿
准
教
授
が
講
師
を
務

め
ま
し
た
。　

　
午
前
中
は
、
化
石
パ
ー
ク
で
恐
竜
や
化
石
の
勉

強
を
行
い
、
午
後
か
ら
発
掘
調
査
所
で
骨
化
石
の

密
集
層
の
見
学
や
現
場
に
落
ち
て
い
る
石
を
割

り
、
化
石
発
掘
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
ク
ク
レ
ア

（
二
枚
貝
）
の
化
石
を
発
掘
し
た
藤
田
聖せ
い
き輝
さ
ん

（
城
川
内
小
４
年
）
は
「
楽
し
く
て
こ
の
夏
一
番

の
思
い
出
に
な
っ
た
」
と
目
を
輝
か
せ
ま
し
た
。　

夏
ま
つ
り
チ
ビ
ッ
子
広
場

子
ど
も
と
楽
し
む
夏
ま
つ
り

　
８
月
18
日
、
町
商
工
会
青
年
部
主
催
の
「
第
24

回
夏
ま
つ
り
チ
ビ
ッ
子
広
場
」
が
町
文
化
ホ
ー
ル

駐
車
場
で
開
催
さ
れ
、
会
場
は
、
多
く
の
家
族
連

れ
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
Ｃ
ｈ
ｅ
ｅ
ｒ
ｓ
Ｇ
ｅ
ｍ
と
親
子
ダ
ン
ス
長
島
が

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
り
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で

は
、
缶
積
み
競
争
や
か
き
氷
早
食
い
競
争
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
内
に
は
風
船
ス
イ
カ
割
や

射
的
な
ど
縁
日
グ
ッ
ズ
の
出
店
と
た
こ
焼
き
や
か

き
氷
な
ど
の
屋
台
が
並
び
ま
し
た
。
射
的
を
し
た

平
晃こ
う
せ
い生
さ
ん
（
鷹
巣
小
３
年
）
は
「
狙
い
通
り
で

は
な
か
っ
た
け
ど
１
番
に
当
た
っ
た
」
と
嬉
し
そ

う
に
話
し
ま
し
た
。

　
８
月
19
日
、
か
ご
っ
ま
ふ
る
さ
と
屋
台
村
（
鹿

児
島
市
）
の
従
業
員
ら
15
人
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
蒸
留

酒
の
製
造
に
向
け
て
、
本
町
で
島
ミ
カ
ン
の
収
穫

を
行
い
ま
し
た
。
焼
酎
は
、
麦
焼
酎
の
原
酒
に
漬

け
込
み
、
11
月
１
日
（
本
格
焼
酎
の
日
）
に
合
わ

せ
て
屋
台
村
で
提
供
す
る
予
定
で
す
。

　
発
案
者
で
６
代
目
の
屋
台
村
村
長
を
務
め
る
齋

藤
光
さ
ん
は
「
地
域
の
美
味
し
い
も
の
を
発
信
す

る
の
は
屋
台
村
の
本
質
。
従
業
員
に
は
、
収
穫
体

験
を
通
じ
た
香
り
や
味
を
、
長
島
の
味
と
し
て
お

客
さ
ん
に
伝
え
て
ほ
し
い
」
と
収
穫
体
験
か
ら
行

う
意
義
を
話
し
ま
し
た
。

島
ミ
カ
ン
で
焼
酎
作
り

収
穫
体
験
を
通
じ
た
長
島
の
味


